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太陽発電衛星の実現をめざして

～無線エネルギー伝送技術に関する研究～

太陽発電衛星とは、軌道上に展開される大面積太陽電池で発電した電気エネルギーを、

マイクロ波に変換して地上へ送電し、電気へ再変換して都市で利用する新しい発電シ

ステムの将来構想です。従来の太陽光発電と比較して、天候の影響が少なく、夜間で

も発電できるという大きな特長を持つクリーンエネルギー供給手段です。

本講演では、無線送電技術を中心に JAXA での研究を紹介します。
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